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研究成果の概要（和文）：本研究では、(1) ジェンダーに基づく暴力と自殺関連行動（自殺企図、自傷行為等）
の関係性、それらを媒介する要因と機序について、社会学、ジェンダー学、医療人類学、発達心理学、生物学的
精神医学等の学際的視点より分析を行なった。また、(2) 被害当事者らによる自助グループ、メディア発信、ア
ート表象などの社会文化的実践に着目し、医療モデルを超えた予防的介入やケア、回復のあり方について明らか
にした。特に、海外研究協力者を迎え日本のマンガ作品における自傷行為の描写について内容分析を実施し、そ
の読者に与える影響および介入の可能性と課題について考察を行なった。研究成果を国内外の学術誌、学会、講
演等で発信した。

研究成果の概要（英文）：In this study, the discussion centered on two components. Firstly, the 
factors and mechanisms mediating the relationship between gender-based violence and suicide-related 
behavior were investigated from the interdisciplinary perspective of sociology, gender studies, 
medical anthropology, developmental psychology, and biological psychiatry. Secondly, an 
interdisciplinary approach to intervention, care, and recovery from trauma was explored, focusing on
 the cultural practices on recovery from gender-based violence, including those done by survivors 
themselves: running self-help groups, sharing stories through media and creating artworks. 
Particularly, with overseas research collaborator, a content analysis of Japanese manga was 
conducted to examine the depiction of self-injury and its impact on readers, and to consider the 
possibilities of intervention. These research findings were published and presented through internal
 and international academic journals, conferences, and lectures.

研究分野： 総合人文社会
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
(1) 近年、自殺予防研究の学際的検討や融合的研究の必要性が議論され、喫緊の課題とされている。それに対し
本研究は、従来の研究では十分に検討されてこなかった自殺関連行動におけるジェンダーやセクシュアリティの
影響等、学際的知見を有機的に統合した理論を示し、女性や若年層の自殺対策の拡充に寄与するものである。
(2) 社会文化的実践に関する研究では、現代の日本社会に深く浸透しメンタルヘルスの問題に大きな影響力を持
つマンガ作品に特に着目し、医療モデルを超えた当事者中心のケア・介入に関する研究やその国際比較研究、グ
ラフィック・メディスンという新興の学問分野の進展において、独自の貢献を果たす成果が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本の自殺死亡者数は、平成 10 年から 14 年間連続で年間 3 万人を超える状態が続き、深刻

な社会問題となっている。こうした現状をふまえ、平成 18 年 6月には自殺対策基本法が成立し、
同年 10 月に施行されるに至った。この基本法制定以後の行政主導による日本の自殺研究とそれ
を基にした対策が一定の効果を収めたこともあり、平成 24 年より自殺死亡者数は減少傾向に転
じた。このため、WHO（世界保健機関）を含め、国外からも日本の総合的な自殺対策への関心が
高まっている。 
一方、これまでの自殺研究・対策は中高年男性の自殺を想定したものが中心であり、日本の女

性の自殺死亡率は、国際的に見て極めて高い状態が続いている。また、若年層の自殺死亡率は上
昇傾向にある。これらの背景として、性暴力やドメスティック・バイオレンス、性的マイノリテ
ィへの抑圧など、ジェンダーやセクシュアリティに基づく暴力の影響が諸外国の研究から明ら
かにされつつあるが、日本の自殺研究および対策において、そうした視点からの取組みは端緒に
ついたばかりである。また、日本の自殺死亡統計を見てみると、自殺死亡者の職業や自殺の原因・
動機、自殺未遂歴の有無等において著しいジェンダー差があるが、その背景要因の分析は進んで
おらず、特に本質主義的な視点を相対化した理論の構築はほとんど試みられていない。 
 
２．研究の目的 
 こうした背景をふまえ、以下の 2点を研究目的として設定し、研究を実施した。 
 
(1) ジェンダーやセクシュアリティに基づく暴力が自殺関連行動（自殺企図、自傷行為等）に及
ぼす影響について、その実態を社会学、ジェンダー学、医療人類学、発達心理学、生物学的精神
医学等の学際的視点より明らかにし、総合的理論を構築すること。 
 
(2) 暴力被害当事者らによる自助グループや当事者研究、メディア発信、アート表象などの社会
文化的実践に着目し、医療モデルを超えた予防的介入やケア、回復のあり方について明らかにす
ること。 
 
３．研究の方法 
研究代表者（社会学）、連携研究者（精神科医師）、海外研究協力者（メディア・表象分析）を

コアメンバーとし、年間テーマを以下の通り定め、各年度年間テーマを中心として研究を実施し
た。 

<平成 28 年度>自殺関連行動におけるジェンダー・セクシュアリティ理論の射程 
<平成 29 年度>性的虐待の既往とトラウマ-アタッチメント問題 
<平成 30 年度>性的マイノリティと自殺関連行動  
<平成 31 年度>サバイバル文化：自殺対策のオルタナティブ 

 
(1) 「２．研究の目的」(1)に関して、トラウマ臨床等の専門家と連携し、臨床実践の経過をみ
て分析を進めたほか、年間テーマに関する国内外の関連文献整理とオーバービュー、共同研究会
議における討議、理論的検討を行なった。 
 
(2) 「２．研究の目的」(2)に関して、暴力被害当事者による活動や、自殺関連行動とその予防、
トラウマからの回復やケアに関わる社会文化的実践について、資料収集と分析、フィールドワー
ク、共同研究会議における討議、理論的検討を行なった。特に日本国内のマンガ作品における自
傷行為の描写と読者への影響に着目し、内容分析を実施した。 
 
４．研究成果 
本研究は、「２．研究の目的」に記した相互に関連する二つの研究調査を柱としている。その

それぞれについて、以下のような研究成果が得られた。 
 
(1) ジェンダーやセクシュアリティに基づく暴力と自殺関連行動（自殺企図、自傷行為等）の関
係性、それらを媒介する要因と機序について： 
文献研究では、欧米の先行研究を中心に文献を収集・整理し、特に女性の自殺とジェンダー、

ジェンダーやセクシュアリティに基づく暴力と自殺関連行動の関係性、及び同テーマに関連し
た神経生理学、脳科学やエピジェネネティクス等における最新の知見についてレビューを行な
った。 
女性の場合、自殺の危険因子として、摂食障害等のアディクション 20)、家族問題（親子関係

15)、空の巣症候群と孤独感 2)15)、家族内の不和 17)）及びリプロダクティブヘルス（中絶・流産経
験 3)6)14)、不妊 11)）、ジェンダーに基づく暴力及び小児期逆境体験 adverse childhood 
experiences: ACEs（幼少期の性的・身体的虐待 4)、18 歳未満の両親の離婚や再婚 12)、ドメステ
ィック・バイオレンス 4)）が関わっていた。 
性的虐待やドメスティック・バイオレンス、家庭内における性暴力など、ジェンダーやセクシ

ュアリティに基づく暴力は、家庭内の不可視化された逃げられない状況の中で親密な対人関係
において長期にわたり繰り返されることが多い。そうした特殊な状況下では、加害者や状況への



順応の結果、アタッチメント障害、解離症状、不安定な対人関係、危険な性行動、アディクショ
ン、情動の自己統制困難、自己イメージや世界観の変容、人格変化など複雑な反応がおこりやす
いことが知られている 7)。また、その結果としての性的「逸脱」等の行動は、更なる搾取や経済
困窮等の生きづらさをもたらす。このような様々な要因が重なり自殺関連行動に至る機制を、ト
ラウマ学、生物学的精神医学、発達心理学の他に、ジェンダー学におけるエイジェンシーの理論、
複合的アイデンティティ、親密圏の議論と接合しながら分析を行なった。また、ジェンダーに基
づく暴力と、女性の自殺リスクを高める他の因子との関係性についても考察した。 
 また、性的マイノリティと自殺関連行動、その他のマイノリティと自殺関連行動、経済的貧困・
社会的排除と自殺関連行動についても文献のレビューを実施した。近年の国内外における定量
調査では、性的マイノリティの自殺関連行動経験率、自殺リスクの高さが明らかになっている
5)8)10)16)18)20)。こうした調査をふまえ、性的マイノリティの自殺関連行動が、性的マイノリティで
あることに関連するいじめ等のトラウマ経験と PTSD や複雑性 PTSD といった狭義のトラウマ反
応を媒介とした結果なのか、あるいは被差別体験や貧困など、生存権や自尊感情が持続的に掘り
崩されるような体験が自殺関連行動に与える影響と同様の機制によるものなのかといった論点
について、Terr19)のⅡ型トラウマ概念等を用いつつ、学際的に考察を行った。 
また、性被害当事者のトラウマ臨床、依存症臨床、解離とアタッチメントなどを専門とする臨

床家と共に理論的討議及び事例の検討を行い、神経生理学、脳科学やエピジェネティクス等にお
ける最新の知見と、ジェンダーや社会科学の視点から、上記の分析や考察について検討を行なっ
た。 
上記の結果について、論文執筆、学会発表、講演等により成果の発信・社会還元に努めた。ま

た、当初の計画を拡大させ、半構造化面接による日本の女性の自殺実態とその精神保健的・社会
的背景と特徴の解明を目的とした他研究プロジェクトに研究協力者として関わり、分析及びジ
ェンダー・センシティブな質問紙への改訂過程において自殺の危険因子及び保護因子の社会文
化的側面や、ジェンダー、セクシュアリティの観点からの提言を行ったが、その際に本調査結果
を基礎資料として用いた。 
 
(2) 社会文化的実践による自殺関連行動への予防的介入やトラウマからの回復のあり方につい
て： 
同テーマに関連した社会文化的実践について、ナラティブ・ベイスト・メディスン、対話、リ

フレクション、トラウマの表象と変容をキーワードに対象を限定し、資料収集、フィールドワー
クを行なった。 
特に、ウェブサイトや展示会による男性性被害の証言プロジェクト Bristlecone project（ブ

リッスルコーン・プロジェクト）、近親姦虐待被害の当事者たちによる自助グループとそのイン
ターネット配信等による SIAb.PROJECT（シアブ・プロジェクト）、自傷行為を取り扱った日本国
内のマンガ作品の表象に着目し、性暴力などによる傷つきをめぐる「声の政治」と証言、表象が、
性暴力やジェンダー、セクシュアリティをめぐる既存の言説空間、被害状況、当事者の回復状況
にもたらす変容とその射程について考察を行なった。成果を論考として発表した。 
また、自傷行為のマンガ作品の分析については、初年度よりメディア・表象分析、ナラティブ・

ベイスト・メディスンを専門とする海外研究協力者との共同研究体制が構築され当初の計画を
超えた進展がみられたため、４年の研究期間を通して以下のような研究を実施した。 
日本国内のマンガ作品における自傷行為の描写とその読者への影響に関する国際共同研究を

実施した。共同研究会議を開き、日本と北米の当該研究状況についての情報、文献の共有を行っ
た。分担して関連文献及び資料の収集・整理を行なった。2000年〜2017 年に出版された自傷行
為の描写が含まれる日本のマンガ 15 作品 18 キャラクター40 シーンについて、キャラクターの
属性、自傷行為の主観的機能、自傷に先立つエピソード及び自傷による結果に着目して内容分析
を実施した。社会文化規範の再生産や再考／撹乱の可能性と、その少女マンガと青年マンガにお
ける差異、こうした作品が読み手としての自傷行為当事者に与える影響や介入の可能性と課題
について、考察を行なった。本調査のパイロット・スタディの結果を国際会議で報告したほか、
パイロット・スタディの結果を踏まえた内容分析の結果を国際学術誌にて発表した。 
マンガ作品は、現代の日本社会に深く浸透し、若い読者に「生きていくための教科書」を提供

すると考えられており 13)、マンガの持つメンタルヘルスの問題に対する影響力を過小評価する
ことはできない。本研究は、マンガという媒体が自傷行為の主観的経験の解釈にいかに用いられ
得るかを明らかにしたことによって、グラフィック・メディスンという新興の研究分野 21)に独
自の貢献を果たすとともに、国外の研究者に対し日本における自傷行為の文化的解釈を示し、国
際比較研究の可能性を提示するものである。マンガを含む日本のメディアの国際市場における
認知度が高まっていることをふまえると 9)、本研究を発展させる形で共同研究をさらに進展さ
せ、ナラティブ・ベイスト・メディスンの視点から精神医療モデルを超えた自傷当事者中心のケ
ア・介入のあり方を提言し、メンタルヘルスの問題を抱える読者や自傷行為当事者の支援の裾野
を広げていくことが望まれる。 
最後に、研究期間中に収集された自殺関連行動とその予防的介入、ケアに関する社会文化的実

践についての記録の整理を行い、同テーマについて連携研究者、研究協力者らと共同研究会議に
て理論的討議を行った。討議及び上記調査の結果をふまえ、そうした実践を担う文化的総体を
「サバイバル文化」として概念化し、その文化的意義について検討した。 
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